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高
校
ま
で
の
負
担

憲
法
二
十
六
条
に
は
「
義
務
教
育
は
、

こ
れ
を
無
償
と
す
る
。」
と
あ
り
、
公
立

小
中
学
校
の
授
業
料
と
教
科
書
代
は
無
料

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
他
に
掛
か
る
保
護

者
の
負
担
は
決
し
て
軽
く
あ
り
ま
せ
ん
。

小
学
校
で
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や
文
房
具

な
ど
を
揃
え
て
入
学
し
た
後
も
、
様
々
な

学
用
品
の
用
意
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
絵
の

具
セ
ッ
ト
、
習
字
セ
ッ
ト
、
裁
縫
箱
、
縦

笛
な
ど
が
進
級
と
共
に
必
要
に
な
り
、
体

操
服
や
上
履
き
な
ど
は
体
の
成
長
と
共
に

買
い
替
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
更
に

ド
リ
ル
な
ど
の
副
教
材
費
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
、給
食
費
も
毎
月
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
の

指
定
品
購
入
費
が
重
い
負
担
に
な
り
、
洗

い
替
え
を
含
め
て
新
品
を
用
意
す
る
と

１０
万
円
以
上
に
な
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
修
学
旅
行
や
部
活
動
に
掛
か
る
費

用
も
小
学
校
よ
り
大
幅
に
増
え
ま
す
。

子
ど
も
１
人
あ
た
り
の
学
校
教
育
費
の

全
国
平
均
は
、
小
学
校
で
５
万
９
２
２
８

円
／
年
、
中
学
校
で
は
１2
万
８
９
６
４
円

／
年
、
給
食
費
は
小
学
校
で
４
２
６
６
円

／
月
、中
学
校
で
４
８
８
２
円
／
月
で
す
。

高
校
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
県
立
高
校

の
全
日
制
課
程
は
、
受
験
料
２
２
０
０

円
、
入
学
金
５
６
５
０
円
、
授
業
料

１１
万
８
８
０
０
円
／
年
で
共
通
で
す
が
、

教
科
書
や
副
教
材
費
、
制
服
、
修
学
旅
行

積
立
費
な
ど
の
費
用
は
各
校
バ
ラ
バ
ラ
で

す
。交
通
費
や
部
活
動
費
を
合
わ
せ
る
と
、

高
校
生
１
人
あ
た
り
の
学
校
教
育
費
の
全

国
平
均
は
、
公
立
高
校
で
24
万
２
６
９
２

円
／
年
、
私
立
高
校
で
74
万
１
４
４
円
／

年
に
も
上
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
ほ
か
に
、

昼
食
代
も
か
か
り
ま
す
。

出
典
：
文
科
省
「
子
供
の
学
習
費
調
査
」

「
学
校
給
食
実
施
状
況
等
調
査
」Ｈ
㉖
年
度

を
賄
う
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
少
し

で
も
保
護
者
の
負
担
を
減
ら
せ
る
よ
う
、

声
を
あ
げ
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

高
校
の
授
業
料
は
、
国
や
県
の
制
度
に

よ
っ
て
、
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
た
額
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
年
収
が

約
９
１
０
万
円
ま
で
の
世
帯
は
、
公
立
高

校
授
業
料
が
全
額
助
成
さ
れ
、
私
立
高
校

授
業
料
も
一
部
が
支
給
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

授
業
料
以
外
の
教
育
費
を
助
成
す
る
奨
学

給
付
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
申
請
し
な
け
れ
ば

受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
制
度
を
知
ら
ず
に

受
け
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
生

活
保
護
や
就
学
援
助
を
受
け
る
こ
と
を

「
恥
」
と
考
え
、
申
請
し
な
い
家
庭
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
使
い
教
育
を

受
け
る
こ
と
は
子
ど
も
の
持
つ
権
利
で
あ

り
、
保
護
者
が
そ
の
権
利
を
放
棄
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

備
品
化
と
自
由
化
を

算
数
セ
ッ
ト
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
本
体

な
ど
は
、
使
う
期
間
が
短
く
使
用
頻
度
も

低
い
た
め
、
備
品
と
し
て
揃
え
て
い
る
小

学
校
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
制
服
の
リ

ユ
ー
ス
や
学
用
品
の
バ
ザ
ー
が
根
付
い
て

い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
「
体
操
服
は
白
の
丸
首
シ
ャ
ツ
と

紺
の
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
な
ら
何
で
も
良
い
」

と
い
う
小
学
校
や
、
制
服
や
指
定
ジ
ャ
ー

ジ
の
な
い
高
校
も
あ
り
ま
す
。
指
定
カ
バ

ン
を
廃
止
し
て
、
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
を
推
奨

す
る
学
校
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
指

定
品
を
や
め
れ
ば
、
安
い
メ
ー
カ
ー
の
も

の
を
選
択
で
き
、
お
下
が
り
も
使
い
や
す

く
な
る
の
で
経
済
的
で
す
。

中
学
校
で
も
制
服
の
な
い
公
立
校
が
全

国
に
数
十
校
あ
り
、
千
葉
県
で
は
千
葉
市

立
打
瀬
中
学
校
や
印
西
市
立
西
の
原
中
学

校
が
私
服
通
学
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
経

済
的
な
面
だ
け
で
は
な
く
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
へ
の
配
慮
、
気
温
調
節
や
洗
濯
の

し
や
す
さ
な
ど
の
面
で
も
私
服
の
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
そ
も
そ
も
自

主
性
と
多
様
性
を
尊
重
す
る
今
日
、
服
装

を
規
制
す
る
こ
と
自
体
が
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
疑
問
で
す
。

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
、
教
育
費
の
公
的
負
担
が
最
低
レ
ベ
ル
の
日
本
。
高
額
な
学
費

と
生
活
費
の
た
め
、
多
く
の
大
学
生
が
有
利
子
の
奨
学
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
返
済

に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
高
校
ま
で
の
保
護
者
負
担
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

高校入学時の重い負担

県立高校　Aさんの場合

総額25万～37万円総額25万～37万円入　学　金 5,650円
授業料（年） 118,800円
制　　　服 69,555円
教　科　書 7,850円
副　教　材 25,000円
ジャージ・体操服・シューズ 27,500円
修学旅行積立 99,210円
その他あれこれ 17,750円

  「
学
ぶ
」た
め
に
必
要
な
も
の

本
来
、
教
科
書
・
ノ
ー
ト
・
筆
記
用
具

な
ど
、
基
本
的
な
学
用
品
が
あ
れ
ば
、
子

ど
も
た
ち
は
十
分
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
み
ん
な
が
同
じ
服
を
着
て
同
じ
物
を

持
つ
こ
と
は
、
本
当
に
子
ど
も
の
育
ち
に

必
要
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

保
護
者
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
、

教
育
現
場
に
は
び
こ
る
「
当
た
り
前
」
の

慣
習
を
見
直
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

  

公
的
な
助
成

義
務
教
育
期
間
中
、
小
中
学
生
の
い
る

生
活
保
護
家
庭
に
は
、制
服
や
学
用
品
費
、

給
食
費
な
ど
が
教
育
扶
助
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
少
な
い
負
担
で
中
学
校
ま

で
通
え
ま
す
。
高
校
に
掛
か
る
費
用
も
入

学
準
備
金
や
高
等
学
校
等
就
学
費
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
生
活
保
護
に
準
じ
る
家
庭
は
自

治
体
の
就
学
援
助
制
度
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

し
か
し
、
認
定
基
準
（
主
に
前
年
の
収

入
や
所
得
）
や
補
助
の
対
象
、
支
給
方
法

は
各
自
治
体
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。
例
え
ば
、

給
食
費
や
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

は
多
く
の
自
治
体
で
共
通
で
す
が
、
我
孫

子
市
に
は
ク
ラ
ブ
・
部
活
動
費
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
、
浦
安
市
に
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
費
と

い
う
珍
し
い
項
目
が
あ
り
ま
す
。

就
学
援
助
に
つ
い
て
は
議
会
で
の
議
論

も
多
く
、
最
近
で
は
柏
市
が
、
今
ま
で
中

学
校
入
学
後
の
７
月
に
支
給
し
て
い
た
新

入
学
学
用
品
費
を
、
入
学
準
備
金
と
し
て

２
月
に
支
給
す
る
こ
と
で
、
実
際
に
制
服

な
ど
を
買
う
時
期
に
間
に
合
う
よ
う
に
改

善
し
ま
し
た
。
就
学
援
助
は
教
育
費
全
て

柏
市
議
会
議
員　

林　

さ
え
こ

教
育
費
保
護
者
の
負
担
を
考
え
る



※
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
：
発
電
コ
ス
ト
が
低
廉
で

昼
夜
を
問
わ
ず
安
定
的
に
稼
働
で
き
る
電
源
。

原
子
力
、
石
炭（
火
力
）、
水
力（
流
れ
込
み
式
）、

地
熱
。
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東京電力㈱
千葉火力発電所

東京電力㈱
五井火力発電所

東京電力㈱
富津火力発電所

君津共同火力㈱
君津共同発電所

東
京
電
力
㈱

袖
ケ
浦
火
力
発
電
所

（九州電力（株））

市原火力発電所 100.0万kW

千葉袖ケ浦火力発電所1号機（仮） 100.0万kW
千葉袖ケ浦火力発電所2号機（仮） 100.0万kW

（仮称）蘇我火力発電所　107.0万kW

稼働中（47万kW以下）
稼働中

計画

東京電力㈱
姉崎火力発電所

参照：HP石炭発電所建設ウォッチ
　　　石炭火力発電所の所在地マップ

原
発
20
基
分
の
発
電
所
が
稼
働
中

現
在
、
千
葉
市
蘇
我
地
区
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
㈱
東
日
本
製
鉄
所
構
内
に
、
石
炭

火
力
発
電
所
の
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
っ

て
い
ま
す
。

発
電
量
７
割
以
上
は
他
県
へ

千
葉
県
内
の
年
間
発
電
量
は
（
設

備
を
７
割
稼
働
し
た
と
仮
定
す
る

と
）
１
３
２
５
億
５
７
４
７
万
kWh
と

な
り
ま
す
。
一
方
、
電
力
消
費
量
は
、

３
５
７
億
９
１
８
２
kWh
（
２
０
１
３
年
度

統
計
年
鑑
）
で
、
発
電
量
の
わ
ず
か
27
％

し
か
県
内
で
は
消
費
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
残
り
の
73
％
は
他
県
の
た
め
に

発
電
し
て
い
る
の
で
す
。

発
電
所
の
林
立
で
環
境
の
複
合
汚
染
も

懸
念
さ
れ
、
こ
れ
以
上
発
電
所
を
増
や
す

こ
と
が
本
当
に
必
要
な
の
か
疑
問
で
す
。

持
っ
て
い
ま
す
。
行
政
も
事
業
者
に
粘
り

強
い
指
導
を
重
ね
大
気
汚
染
対
策
の
努
力

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
市
内
の
全
大
気

汚
染
測
定
局
で
環
境
基
準
と
千
葉
市
環
境

目
標
値
も
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。

建
設
予
定
地
は
、
環
境
学
習
機
能
を
持

っ
た
「
蘇
我
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
構
想
」

エ
リ
ア
と
し
て
市
が
力
を
入
れ
て
き
た
地

域
。
製
鉄
工
場
が
沖
合
い
埋
立
地
に
移
っ

た
後
、
蘇
我
副
都
心
と
し
て
整
備
し
、
民

間
主
導
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
等
の
集

積
も
進
め
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
蘇
我
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
市
の
広

域
防
災
拠
点
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
災
害

時
に
は
救
援
物
資
の
集
積
や
自
衛
隊
の
活

動
拠
点
と
し
て
ヘ
リ
ポ
ー
ト
等
に
使
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。
火
力
発
電
所
は
地
震
に

よ
っ
て
火
災
発
生
の
危
険
性
も
あ
り
、
建

設
は
不
適
で
す
。

お
粗
末
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ア
セ
ス
の
第
一
段
階
「
計
画
段
階
環
境

配
慮
書
」
の
縦
覧
、
意
見
募
集
が
２
月
８

日
に
終
了
し
ま
し
た
が
、
内
容
の
不
十
分

さ
が
目
立
ち
ま
す
。

ま
ず
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や
Ｐ
Ｍ

2.5
、重
金
属
等
へ
の
言
及
も
な
い
ま
ま「
大

気
質
へ
の
影
響
は
少
な
い
」
と
し
て
い
ま

す
。煙
突
の
高
さ
は
科
学
的
根
拠
に
欠
け
、

風
向
き
や
そ
の
発
生
回
数
等
多
方
面
か
ら

の
評
価
も
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

息
・
繁
殖
地
で
、
影
響
が
心
配
で
す
。

千
葉
市
の
ア
セ
ス
審
査
会
か
ら
は
、
大

量
に
出
る
焼
却
灰
の
処
理
が
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

市
民
説
明
会
も
ナ
シ

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
は
市
民
も
意
見
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、「
計
画
段
階
環

境
配
慮
書
」を
読
み
込
む
の
は
大
変
で
す
。

事
業
者
や
行
政
に
説
明
会
の
開
催
を
求
め

ま
し
た
が
、「
全
市
民
に
説
明
で
き
な
い

の
で
公
平
性
を
欠
く
」「
法
律
で
規
定
さ

れ
て
い
な
い
の
で
事
業
者
を
指
導
で
き
な

い
」
と
の
理
由
で
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
千
葉
市
ア
セ
ス
審
査
会
か

ら
の
市
長
へ
の
答
申
に
は
「
市
民
の
理
解

が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
説
明
会
等
様
々
な

機
会
を
捉
え
て
、
積
極
的
な
情
報
提
供
に

努
め
る
こ
と
。」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
元
で
は
こ
の
計
画
を
全
く
知
ら
な
か

っ
た
と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
住
民

生
活
へ
の
影
響
が
大
き
い
問
題
で
あ
り
、

丁
寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

兵
庫
県
で
は
断
念

２
月
１
日
、
兵
庫
県
赤
穂
市
で
は
火
力

発
電
所
の
石
油
か
ら
石
炭
へ
の
燃
料
の
変

更
に
つ
い
て
、
県
や
環
境
団
体
の
指
摘
を

受
け
断
念
し
ま
し
た
。

ま
た
３
月
１０
日
、（
仮
称
）
蘇
我
火

力
発
電
所
計
画
に
対
し
、
環
境
相
も

２
０
３
０
年
以
降
の
温
暖
化
ガ
ス
削
減
が

難
し
い
と
し
て
経
済
産
業
相
や
事
業
者
に

事
業
の
再
検
討
を
求
め
て
い
ま
す
。

よ
う
や
く
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
青
い
空

を
守
る
た
め
に
も
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

視
点
か
ら
も
、
石
炭
火
力
発
電
所
の
建
設

は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

千葉県に既設の火力発電所と
計画中の石炭火力発電所

石
炭
火
力
発
電
所
は
、
現
在
全
国
47
カ

所
で
計
画
さ
れ
て
お
り
、
千
葉
県
で
も
４

カ
所
が
計
画
中
で
す
。
日
本
は
世
界
５
位

の
CO2
排
出
国
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
目
標
は
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に

26
％
、
２
０
５
０
年
に
は
8０
％
と
な
っ
て

い
ま
す（
２
０
１
３
年
度
比
）。そ
ん
な
中
、

な
ぜ
今
石
炭
火
力
発
電
所
な
の
で
し
ょ
う

か
。

さ
ら
に
事
業
者
に
よ
る
と
、
火
力
発
電

所
で
は
製
鉄
所
よ
り
ず
っ
と
質
の
悪
い
石

炭
も
利
用
可
能
と
の
こ
と
。
燃
焼
で
排
出

さ
れ
る
硫
黄
酸
化
物
や
水
銀
（
沸
点
が
低

い
た
め
煙
突
か
ら
出
る
）
な
ど
の
有
害
微

量
金
属
類
に
よ
る
大
気
汚
染
が
危
惧
さ
れ

ま
す
。

蘇
我
地
区
で
の
青
空
裁
判

建
設
予
定
地
は
蘇
我
ス
ポ
ー
ツ
公
園
サ

ッ
カ
ー
場
（
フ
ク
ダ
電
子
ア
リ
ー
ナ
）
の

す
ぐ
隣
、
周
辺
は
住
宅
地
で
保
育
所
や
小

中
高
等
学
校
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

蘇
我
地
区
は
長
い
間
工
場
か
ら
の
大
気

汚
染
に
苦
し
み
、
１
９
７
５
年
に
は
「
青

空
裁
判
」
で
住
民
が
闘
っ
て
き
た
歴
史
を 「いまさら石炭、ありえない３つの理由」より

１
kWh
当
た
り
の
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温
排
水
へ
の
影
響
も
少
な
い
と
し
て
い

ま
す
が
、一
帯
は
赤
潮
が
発
生
す
る
海
域
、

隣
接
す
る
東
京
電
力
千
葉
火
力
発
電
所
か

ら
の
温
排
水
と
の
複
合
的
な
影
響
に
対
す

る
視
点
が
全
く
欠
け
て
い
ま
す
。

ま
た「
動
物･

植
物
へ
の
影
響
は
回
避
・

低
減
さ
れ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
周

辺
は
貴
重
種
コ
ア
ジ
サ
シ
（
鳥
類
）
の
生

石炭火力発電所なのか？
着工2020年・運転開始2024年予定

千葉蘇我地区に発電所計画

（仮称）蘇我火力発電所を考える会　小西由希子

石
炭
火
力
を
す
す
め
る
国

国
は
成
長
戦
略
と
し
て
石
炭
火
力
発
電

を
進
め
て
お
り
、
２
０
１
４
年
４
月
改
訂

の｢

第
４
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画｣

で

も
石
炭
火
力
発
電
は
ベ※

ー
ス
ロ
ー
ド
電
源

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
炭
火
力
発
電
所
に
つ
い
て
一
貫
し
て

異
議
を
唱
え
て
い
た
環
境
省
も
、
電
力
業

界
が
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
計
画
等

を
提
出
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
一
転
し
て

容
認
す
る
方
向
と
な
り
ま
し
た
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
電
力
自
由
化
で

「
電
力
の
安
定
供
給
や
電
気
料
金
を
抑
え

る
べ
き
」
と
し
て
石
炭
火
力
の
抑
制
に
は

及
び
腰
、
さ
ら
に
石
炭
火
力
技
術
を
海
外

に
売
り
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

環
境
対
策
が
不
十
分
な
国
に
は
公
害
も
一

緒
に
輸
出
す
る
結
果
に
な
る
で
し
ょ
う
。

環
境
へ
の
影
響
は
？ 

技
術
革
新
が
進
み
石
炭
火
力
は
高
効
率

の
発
電
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
排
出
さ
れ
る
CO2
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
２
倍
、

高
効
率（
石
炭
ガ
ス
複
合
発
電
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）

で
も
石
油
火
力
と
同
程
度
で
す
。

参照：HP石炭発電所建設ウォッチ石炭火力発電所の所在地マップ

計画地 事　業　者 出力万kW
千 葉 市 中国電力・ＪＦＥスチール 107
市 原 市 市原火力発電合同会社 100

袖ケ浦市 千葉袖ケ浦エナジー
（九州電力、出光興産、東京ガス） 100が２基

合　　　計 407

千葉県で計画中の石炭火力発電所

所在地 出力万kW

千 葉 市 548.1

君 津 市 115.3

市 原 市 581.4

袖ケ浦市 413.0

富 津 市 504.0

合 計 2161.7

現在千葉県で稼働中の
火力発電所（LNG）

いま
なぜ

名　　称：（仮称）蘇我火力発電所
事業主体：中国電力とＪＦＥスチールの特別目的会社
出　　力：107万kW　１基、超々臨界圧発電方式（ＵＳＣ）
燃　　料：石炭＋副生ガス



市民ネットワーク 千葉県　No.90⑶

広報室では、投稿記事を募集します（800字程度）。詳しくは市民ネットワーク千葉県までご連絡ください。

の

さくら 花見川

地
域
で
「
高
江
」

上
映
会
を

２
月
26
日　
花
園
地
区
自
治
会
館

県
ネ
ッ
ト
「
沖
縄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

吉
沢
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、「
高
江　

森

が
泣
い
て
い
る
」
上
映
と
、
昨
年
の
沖
縄

ツ
ア
ー
の
報
告
を
伺
い
ま
し
た
。映
画
は
、

緑
濃
い
高
江
の
森
の
美
し
さ
が
印
象
的
で

す
。「
普
通
の
生
活
が
し
た
い
」
と
い
う

高
江
の
人
た
ち
の
オ
ス
プ
レ
イ
パ
ッ
ド
建

設
阻
止
の
必
死
の
抵
抗
と
、
強
行
す
る
国

側
の
圧
力
の
映
像
に
胸
が
詰
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
吉
沢
さ
ん
の
報
告
か
ら
は
、
報

道
さ
れ
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
観
て
ほ
し
い
映
画
で
す
。

小
人
数
の
上
映
会
の
良
さ
は
、
一
緒
に
観

て
い
る
人
達
と
、
そ
の
場
で
話
し
合
え
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
各
地
で
上
映
会
を
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
後「
高
江
２
」

の
上
映
会
も
企
画
し
ま
す
。

最
後
に
、
拘
束
さ
れ
て
い
た
平
和
運
動

の
リ
ー
ダ
ー
、山
城
博
治
さ
ん
の
解
放
は
、

本
当
に
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

地
域
ネ
ッ
ト
から

上
原
さ
ん
は
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
出
身
。
国
立
市
議
を
経
て
、
１
９

９
９
年
か
ら
２
期
８
年
国
立
市
長
を
務
め

ま
し
た
。
選
挙
公
約
の
「
大
学
通
り
の
景

観
を
守
る
」
た
め
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
を
阻
止
し
た
結
果
、
建
設
業
者
に
訴
え

ら
れ
、
市
は
賠
償
金
３
１
０
０
万
円
を
支

払
わ
さ
れ
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
業
者
は「
金

が
目
的
で
は
な
い
」と
全
額
を
市
に
寄
附
。

つ
ま
り
、
市
は
一
円
の
損
害
も
被
っ
て
い

ま
せ
ん
。

さ
ん
へ
の
賠
償
請
求
を
取
り
下
げ
る
よ
う

「
債
権
放
棄
」
を
議
決
。
し
か
し
、
佐
藤
市

長
は
何
と
議
決
を
無
視
し
て
裁
判
を
続
行
。

東
京
地
裁
は
佐
藤
市
長
の
行
為
を
、「
職

権
乱
用
」「
信
義
則
違
反
」
で
あ
る
と
厳

し
く
指
摘
し
、
訴
え
を
棄
却
。
こ
れ
に
反

発
し
た
市
が
上
告
し
た
と
こ
ろ
、
東
京
高

裁
は
司
法
に
あ
る
ま
じ
き
判
断
で
市
の
勝

訴
を
決
定
。

第
３
の
裁
判
の
判
決
文
、

こ
こ
が
変
！

①
上
原
市
長
（
当
時
）
が
住
民
集
会

で
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
を
説
明
し
た
こ
と

を
「
業
者
へ
の
営
業
妨
害
」
と
し
た
。
→

景
観
保
護
を
公
約
に
掲
げ
当
選
し
た
市
長

が
、
住
民
に
対
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
を

説
明
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
。
住
民
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
さ
な
い
市
長
の
方
が
問

題
で
す
。

②
上
原
市
長
（
当
時
）
は
営
業
妨
害
を

目
的
に
住
民
を
扇
動
し
て
、
高
さ
を
制
限

す
る
「
地
区
計
画
条
例
」
を
制
定
し
た
。

→
住
民
自
身
が
短
期
間
で
地
区
計
画
案
を

作
成
し
、
７
万
筆
の
署
名
を
添
え
て
市
に

提
出
。
そ
れ
を
受
け
て
上
原
さ
ん
は
議
会

に
上
程
し
、
地
区
計
画
条
例
を
制
定
。
住

民
が
市
長
を
引
っ
張
っ
た
の
で
す
。

突
然
の
最
高
裁
判
断
の

ウ
ラ
に
潜
む
も
の

こ
ん
な
支
離
滅
裂
な
高
裁
判
決
な
ど
論

破
で
き
る
と
、
上
原
さ
ん
を
支
援
す
る
司

法
関
係
者
が
最
高
裁
へ
の
意
見
書
を
準
備

し
て
い
た
昨
年
１2
月
１3
日
、
突
如
最
高
裁

が
上
原
さ
ん
の
訴
え
を
棄
却
！
上
原
さ
ん

個
人
が
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
が
確
定
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
金
額
は
、
年
５
％
の

利
息
が
加
算
さ
れ
、
４
５
０
０
万
円
に
！

１
日
４
０
０
０
円
以
上
の
利
息
で
す
。

実
は
、
こ
の
直
後
に
沖
縄
の
辺
野
古
埋

立
て
訴
訟
で
、翁
長
知
事
の
敗
訴
が
確
定
。

も
し
上
原
さ
ん
が
勝
訴
し
た
場
合
、「
住

民
の
意
思
＋
首
長
の
判
断
＝
地
方
自
治
」

を
尊
重
す
る
こ
と
に
な
り
、
政
府
は
辺
野

古
裁
判
で
非
常
に
不
利
に
な
り
ま
す
。
何

か
大
き
な
意
思
が
動
い
た
の
で
は
？
と
指

摘
す
る
声
も
出
て
い
ま
す
。

何
も
し
な
い
首
長
が
い
い
の
か
⁉

高
裁
判
決
に
は
「
首
長
は
手
続
き
の
み

を
し
て
い
れ
ば
良
い
」
と
い
う
主
旨
の
文

章
が
あ
り
ま
す
。「
住
民
の
意
思
を
汲
ん

で
余
計
な
こ
と
を
し
た
か
ら
罰
せ
ら
れ
た

の
だ
」
と
い
う
意
味
で
、
全
国
の
首
長
達

を
委
縮
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
何
も
し
な

い
首
長
が
良
い
の
な
ら
、
我
が
千
葉
県
は

最
高
の
首
長
を
抱
い
て
い
る
こ
と
に
…

地
方
自
治
を
守
り
切
る
た
め
に

「
上
原
さ
ん
個
人
に
賠
償
金
を
支
払
わ

せ
る
な
！
」
と
、
全
国
で
運
動
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
千
葉
県

で
も
１
月
2０
日
、
上
原
さ
ん
か
ら
直
接
話

を
聞
く
会
を
開
き
、
た
く
さ
ん
の
カ
ン
パ

が
集
ま
り
ま
し
た
。

最
後
の
１
円
ま
で
市
民
が
集
め
て
国
立

市
に
突
き
つ
け
る
こ
と
が
、「
住
民
の
意
思

＋
首
長
の
判
断
＝
地
方
自
治
」
を
、
国
に

対
し
て
も
突
き
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
す
ま
す
専
制
性
を
強
め
る
安
倍
政
権

に
対
し
て
も
、
上
原
さ
ん
へ
の
支
援
は
市

民
自
治
の
力
を
見
せ
つ
け
る
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
カ
ン
パ
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
元
国
立
市
長
の
上
原
公
子
（
ひ
ろ
こ
）
さ
ん
が
行
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
高
さ
規
制
は
、

大
学
通
り
の
景
観
を
守
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
し
か
し
建
設
業
者
が
市
を
訴
え
、
さ
ら

に
は
市
長
個
人
の
責
任
を
問
う
判
決
が
確
定
。
今
や
地
方
自
治
を
揺
る
が
す
大
問
題
に
…

２
０
０
９
年
、 

４
人
の
住
民
が
賠
償
金

３
１
０
０
万
円
を
上
原
さ
ん
個
人
に
支
払

わ
せ
る
よ
う
市
を
訴
え
勝
訴
。
上
原
さ
ん

の
後
継
者
関
口
市
長
は
「
市
に
実
質
的
な

損
害
は
な
い
」と
し
て
控
訴
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
後
市
長
に
な
っ
た
佐
藤
市
長
は
一
転

控
訴
を
取
り
下
げ
。「
上
原
個
人
に
賠
償

金
を
支
払
わ
せ
よ
」
と
い
う
、
４
人
の
住

民
の
１
審
判
決
が
確
定
。

２
０
１
３
年
国
立
市
議
会
は
、
矛
盾
だ

ら
け
の
裁
判
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
、
上
原

銀行口座
◦みずほ銀行  日野駅前支店
◦普通預金口座  1222665
◦日野市民法律事務所
　弁護士　窪田之喜

　（くぼた ゆきよし）
Web サイト【ひろ子がんばれ
ネット】もご参照ください。
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２
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３
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謎
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司
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訴
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マイナンバー書かなくても大丈夫
　税務署や市役所など、書類を
書くたびに、マイナンバーの記
載を求められます。さくらネッ
トでは、危険なマイナンバーに
反対する立場から、「書かなくて
も大丈夫」と呼びかけています
が、不安に思う人が多いのも事
実。そこで、「番号記載を強制さ
れて困っていませんか」と通信
で呼びかけています。
　事例を集め、今後の取り組み
に活かします。

甲状腺エコー検診、佐倉で実現！
　福島で増え続ける小児甲状腺が
ん。佐倉も準汚染地域なので、甲
状腺エコー検診を実施しようと昨
年６月に実行委員会が立ち上がり
ました。若いママが何人も参加し、
事前学習会や打ち合わせを重ねま
した。
　11月27日、第１回の検診を実
施。58人が受診しました。

◀喉にゼリー
を塗って検
診。

コンポスト「バクテリアでキエーロ」
事務所前で実証中
　「リサイクルショップ
回転木馬」が自宅まで配
送。生ゴミが腐葉土にな
り、一挙両得で大好評。

地域活動をタイムリーに展開中！

市
民
の
思
い
を
形
に
し
た
市
長
に

４
５
０
０
万
円

請
求
書
が
�

美しい桜並木の景観が台無しに…

4500万円にもびくともしない！熱弁をふるう上原さん
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●学習会「蘇我地区石炭火力発電所計画～いま、なぜ石炭火力？～」
　講　師　平田仁子（きみこ）さん（気候ネットワーク理事）
　日　時　４月15日（土）14：00～16：00
　会　場　市民ネットワーク千葉県４階会議室　 資料代　500円
　共　催　市民ネットワーク千葉県／気候ネットワーク

●学習会「つながり、変える！ 私たちの政治」
　講　師　中野晃一さん（上智大学教授）
　日　時　４月23日（日）14：00～16：00（開場13：30）
　会　場　千葉市文化センター５階セミナー室　 参加費　500円
　主　催　自治体議員立憲ネットワーク・千葉県

●学習会「相続が争続にならないためのエンディングプラン」
　講　師　鵜澤孝子さん（ファイナンシャルプランナー）
　日　時　４月26日（水）10：00～12：00　 参加費無料
　会　場　金谷レンタルスペース（稲毛区小仲台７－19－７）
　主　催　市民ネットワークいなげ

（
敷
金
免
除
な
ど
）
の
協
力
依
頼
等
、
一

定
程
度
の
支
援
策
を
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
県
に
よ
る
と
、
１
月
末
時
点

で
福
島
へ
の
帰
還
は
36
世
帯
、
県
外
移
転

は
７
世
帯
、
千
葉
県
内
へ
の
継
続
入
居
は

１
６
５
世
帯
、
意
向
確
認
が
で
き
な
い
の

は
、
１１
世
帯
と
の
こ
と
。
２
月
末
の
県
交

渉
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
支
援
を
市
町
村
と
と
も
に
進
め

県政
だより

びっくり

子
家
庭
を
は
じ
め
、
精
神
的
に
も
経
済
的

に
も
窮
地
に
陥
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
う
や
く
県
の
支
援
策

私
は
「
４
月
以
降
の
住
宅
確
保
」
に
向

け
て
、
昨
年
８
月
か
ら
自
主
避
難
者
や
支

援
団
体
の
方
々
と
と
も
に
県
と
の
交
渉
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
９
月
議
会
に
は
そ
の

た
め
の
請
願
を
提
出
す
る
た
め
に
各
会
派

へ
の
働
き
か
け
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
２
月
議

会
会
期
中
に
は
県
当
局
へ
の
「
緊
急
要
請

書
」
提
出
と
記
者
会
見
を
設
定
。
自
主
避

難
者
の
実
情
を
世
論
に
訴
え
、
早
急
な
支

援
策
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
県
営
住
宅
に
5０
～
6０
戸
の

自
主
避
難
者
「
優
先
枠
」
の
設
定
、
民
間

賃
貸
住
宅
に
継
続
入
居
の
際
の
負
担
軽
減

当
事
者
の 　

 

で
県
政
を
動
か
す

声

自
主
避
難
者
は
今

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
目
と
な
る
今

年
３
月
末
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
自
主

避
難
者
へ
の
住
宅
支
援
が
打
ち
切
ら
れ
ま

す
。
事
故
収
束
の
見
通
し
は
全
く
立
た
ず
、

「
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
」
も
撤
回
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
と

福
島
県
は
「
帰
還
政
策
」
を
打
ち
出
し
、

避
難
指
示
区
域
の
早
期
解
除
と
賠
償
の
打

ち
切
り
へ
と
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

福
島
か
ら
千
葉
県
内
へ
の
避
難
者
は
約

３
千
人
。
こ
の
う
ち
自
主
避
難
者
は
当
初

約
３
０
０
世
帯
で
し
た
が
、
今
年
１
月
末

時
点
で
は
約
２
０
０
世
帯
ま
で
減
少
。
そ

の
多
く
が
民
間
の
賃
貸
住
宅
や
公
営
住
宅

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
原
発
や
放
射
能
被

ば
く
へ
の
不
安
か
ら
子
ど
も
と
暮
ら
す
母

千葉県男女共同参画センターが

◦ 市民れんらく 帳 ◦

お問い合わせ  市民ネットワーク千葉県  TEL 043-201-1051

市民ネットワーク・のだ 04-7123-6981 市民ネットワークわかば 043-284-2339

市民ネットワーク・かしわ 04-7166-6648 市民ネットワーク中央 043-201-2551

市民ネットワーク・ふなばし 047-426-8321 市民ネットワークいなげ 〃

さくら・市民ネットワーク 043-462-0618 市民ネットワーク花見川 〃

よつかいどう市民ネットワーク 043-304-3823 市民ネットワークみどり 〃

市民ネットワークちば 043-201-2551 いちはら市民ネットワーク 0436-21-1907

市民ネットワークみはま 043-278-5005 きさらづ市民ネットワーク 0438-36-0677

て
い
く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

夜
間
給
食
も
ピ
ン
チ
！

夜
間
定
時
制
高
校
の
給
食
廃
止
問
題
も

今
年
が
山
場
と
な
り
ま
す
。
全
１7
校
で
実

施
さ
れ
て
き
た
夜
間
給
食
が
２
年
前
に
突

然
２
校
で
廃
止
さ
れ
、
昨
年
度
か
ら
５
校

に
拡
大
。
県
教
委
は
あ
く
ま
で
も
「
試
行

的
廃
止
」
と
し
、
検
証
・
検
討
を
今
年
度

も
続
け
る
と
主
張
し
ま
す
。
そ
の
代
わ

り
に
、
今
年
度
は
経
済
的
に
厳
し
い
生

徒
へ
の
「
夕
食
費
補
助
」（
一
食
当
た
り

２
０
０
円
）
を
創
設
し
、
試
行
的
廃
止
の

５
校
で
実
施
す
る
と
の
こ
と
。
し
か
し
、

こ
れ
と
引
き
換
え
に
夜
間
給
食
が
廃
止
さ

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
夜
間
定
時
制
高
校

の
教
育
の
要
と
な
っ
て
き
た
給
食
の
完
全

復
活
を
求
め
、
引
き
続
き
定
時
制
の
生
徒

や
先
生
方
と
ね
ば
り
強
く
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

１月の男女共同参画推進懇話会で男女共同参画センターが千葉市
稲毛から交通の便の悪い都町に移ることが、議論することもなく報
告されました。昨年、市民団体「女性センターを考える会」が提出
した要望書も無視した千葉県の対応には失望するばかりです。

拠点施設として先駆的なWith Youさいたま（埼玉県男女共同参
画推進センター）を見学しました。

注目すべきは施設の稼働率80％という高さ。さいたま新都心駅
徒歩５分という立地の良さもあり市民に利用されています。同じフ
ロアーにはキャリアセンターがあり、仕事の相談に来たついでにセ
ンターに寄ることが可能。女性施策に関する企画展示を行う情報ラ
イブラリー（図書館）や、飲食可能なフリースぺースも魅力です。

キーパーソンになる専門職員がいて、大きく施策に関わっていま
す。女性チャレンジ支援事業で団体を支援するなど学ぶことは多
かったですが、一番は人材育成に力を入れていることでした。

埼玉のように、市
民団体の育成などの
センター主催事業を
充実するよう、要望
していきたいと思い
ました。
市民ネットワークみはま

秋山敏子

福島みずほさんは生協活動をしていた
経験から、国会でも食の問題を追及し続
けています。

トランプ大統領は就任直後にＴＰＰ離
脱を表明しましたが、「ＴＰＰが発効し
なくても、日本では基盤整備等と称して
関連予算がついていくので油断は禁物」
と福島さん。また、給食の地産地消を進
めようとした韓国が、二国間のＩＳＤＳ条項に反するとしてアメリ
カから訴えられた例を挙げ、食の安全が自国の政策だけでは守れな
くなっている現状を語りました。

会場から「今後日本の農業をどう救うか」と問われると「大規
模集約化が農業の生き残るただ一つの道のように言われるが、株式
会社化や効率化、輸出拡大による『攻めの農業』もすぐに再生には
つながらない。稲作への直接戸別補償や新規就農者の農地取得支援、
農業者の家族経営協定をすすめて女性の収入を確保する、子どもの
頃から農業に親しみ将来の従事者を増やす取り組み等が必要」と答
えました。　　　　　　　　　　　　　千葉市議会議員　岩崎明子

トランプ大統領で
どうなる日本の

2月4日　学習会報告

食と農

1月23日　埼玉県の先進施設を見学

入 江 晶 子
（佐倉市選出）

山 本 友 子
（市原市選出）

代表質問で、在宅医療・防災・林業振興・
給食費無償化など聞きました。（山本）

千
葉
県
議
会
議
員  

入
江
晶
子

移転！

２/15　県への緊急要請後、県庁で記者会見

企画展示「HIROIN～存在を主張した女性たち～」は
地域の高校や図書館と一緒の企画

講師の福島みずほさん


